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薬用サフランの球茎腐敗病に関する研究

第 2報 腐敗病菌に対する Trichoderma菌の拾抗作用に就いて

山本和太郎 (植物病理学講座}

Studies on the Corm: Rots of Crocus sativus L. 

<<. On the antagonistic action of Trichoderma fungi 

against the causal fungi.. of corm rots 

Wataro YA)IA)IOro 

1. 緒 宝豊
田

Trichoder問a菌は種々な菌類に対して発育を阻止又

は殺滅，或は菌体に侵入寄生する作用のあることがー般

に知られている.土壌中で腐生生活する Trichoder附a

菌は Rhizoctonia111，20， Pythiumn>， Fusarium2，q)， 

C ortlciuml5，'7.(9)， 0 PhiobolusI6)， Arm6llaria4)などの

土壌病原菌に対してn.抗し，この桔抗作用を別用して土

援病害.CSoil borne diseases)の防3誌に良い成績をあげ

ている.

Trichoder例 S菌の分・泌する抗菌物質としてGliotoxiri

ClsHIIO，N2S2明 10)と'yiridinC2gH2，OllNl)が闘にさ

れ，前者は細菌と菌類に作用するが強力でなく，‘後者l;t'

菌類のみに作用して強力である.即ち Botrytisalliiの

胞子は7k1cc当り昇求の 0.5μg，Gliotoxinの3μgに対

し.Viridinの 0.0出胞の濃度で発芽が阻止される7).

このように Viridinは猛毒であるが， この作用は菌類

の種額によって相違し.C olletotrichu例 UniとFusa-

rium coeruleumの両胞子は Viridinの3億分の1の

濃度で発芽が阻止されるのに対し.Botryti，s alWの胞

子は1倍[5000万分の 1，Trichothedum roseumの胞子は

5000万分の1，Fusar;，u例 culmoru，伺と Cladostoriu例

herbaruf刊の同胞子は500万分の1，Aspergillus nigerの

胞子は300万分の1，Trichoder附a吋rideの胞子は2万

分の1の濃度で夫々発芽が阻止され，その作用に特異性

が認められる8，J!).】近年 Viridinはaと.(3の光学的異性

体に分Tこれ，牟抗菌作用はaの方が強力である20);

薬用サフランの球茎腐敗病菌は第1報で報告したよう

に土壌中で工く繁殖し戸そこで半永久的に生一与す?る土壌

菌であってこれらの防除には土援消毒が必要である

が，消毒効果は1時的であるから Trichoderma菌を

土撰中に施Lて繁殖せ・しめ，そ旬結抗作用によって腐敗

病菌の繁殖を永久的に防止する方治.も老えられ・る.これ

ら各病原菌に対する‘Trichoderma菌の括抗作用はその

系統によって相違するかもしれないから，各病原菌に対
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して強力に作用する系統を見出す必要がある町S，t9).そ

れで今年4月以来 Trichoder倒 a菌の採集と分離を行

い，既に20菌株に達した. これら各菌株の腐敗病菌に

対する提抗作用について突験した.その突臨結果の一部

を翠に報告する.

2. 実験菌と実験方法

実験に供した Trichoder例a菌株は兵庫県の篠山町，

岡野村，和田村.'及び大阪府の堺市河内長野市で今年

4月から 8月に豆って，著者によっで採集且つ分離され

たものである.とれらの払躍は分生胞子がら単:セ胞子分

離法で特われたヘ人

これら各菌株の寄主並に採集地を示すと第1表の湿り

第1表 Trichoderma菌の各菌株の寄主と採集地

首謀|
番号

寄 主・| 採 集 地

1 クヌギの樹皮 イ鷹山町

2 アカマ y の奨 向上

3 ソラマメの茎 河内長野市

4 同 .1: 堺 市

5 同 上 篠山町

6 ヨムギの糠目 向上

7 広葉樹の哩材 岡野村

8 ヒノキの材 篠山町

島9 ヒノキの樹皮 同町、上1司

10 広葉樹の材 岡野村

11'" ー・サブラ':yの球茎 -和田・，村

12 ーアカマヲの材‘ 篠“山0，町

‘13 サクラの材a a同・上・‘~

リ 14.へ グカマ~.の材 :同;上¥

15 . ~.ヌギのー材 ー向 島上

16 広環闘の材 . . \.~ ，-同.1:.0

17・ a同 -上 、. 問主

13 グロ‘マ~の材 ー岡・野村

19 ア.カ‘マツの材 向上

20 ナラタケの菌傘 同上.
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第 2表 Trichoderma菌の各菌株の特徴

分生胞

状|大いき (μ) |品O)@.!% JjX;号形
膜

状

子

いさ

1 楕円形 3.5-4.5 x 2.3-2.6 青緑色 ++ 球.'l告球形 5.3-8.0 x 5.0-6.7 

2 向上 3.5-5.8 x 2.3-3.2 向上 ++ 向上 6.0-10.0 x 5.3-s.5 

3 倒卵形 3.2-4.0 x 2.3-3.2 向上 +++ 向上 5.3-8.0 x 4.8-s.O 

4 楕円形 3.4-4.4 x 2.5-3.5 向上 +++ 向上，視棒形 6.7-10.7x6.8-8.0 

5 向上 3.5-4.4 x 2.5-3.5 向上 ++ 球 'l宮球形 6.7-10.7x5.3-8.5 

6 向上 3.5-4.7 x 2.3-35 濃緑色 +++ 向上 5.3-8.0 x 5.0-8.0 

7 向上 2.3-3.5 x 2.0-2.3 常資緑色 +++ 向上 s.0-13.4 x 6.0-10.7 
8 向上 3.0-4.0 x 2.3-2.6 波緑色 +++ 向上 5.3-8.8 x 5.3-8.0 

9 向上 3.0-3.5 x 2.0叩2.3 緑 色 ++ 向上 5.3-9.3 x 4.0-6.0 
10 球 芳5 3.2-4.0 青緑色 + 準 球 形 8.0-13.4 x 4.5-6.0 
11 向上 2.3，-3.0 同上 +++ 球. r告球形 5.3-8.0 x 4.0-s.O 

12 向上 2.3-3.2 向上 +++ 準球，楕円形 5.4-s.O x 3.2-5.3 
13 向上 2.3-3.2 墜青色 ++ 球.'l告球形 5.3-8.0 x 4.5-6.7 
14 向上 3.0-3.5 向上 +++半 向上 s.0-11.2 x 6.7-9.4 
15 同上 3.0-3.7 向上 +++ 同 Fと 7.2-10.7x 6.1-10.7 
16 同，と 3.0-4.0 向上 +++++ 向上 8.0-12.0 x 6.7-10.7 
17 向上 2.8-4.0 向上 +++++ 向上 9.3-18.7 x 8.0-10.7 
18 向上 3.0-3.5 向上 +++++ 向上 6.7-]2.0 x 5.3-8.0 
]9 向上 3.2-3.5 波緑色 ++++ 向上 6.7-10.8 x 5.3-]0.8 

20 球，準球形 3.5-4.6 x 3.5-4.3 産青色 +++++ 向上 日.0-13.4x 7.2-10.7 

である.これら菌株は玉葱寒天培養基上で良好に発育

し，分生胞子と厚膜胞子を形成した.これら菌株の分生

胞子と厚膜胞子の特徴を示すると第2表の湿りである.

薬用サフランのまま茎の腐敗病習として Sclerotinia 

(Stromatinia) gladioli， Sclerotium sp.， Botrytis sp. 

の3留を突験に供した.これらは兵庫県和田村で採集さ

れた陪病球茎から分離されたものである.S cl. gladioli 

は第1報の突験に供したものと同じ菌株である.Sclero-

tiu例 sp.は褐色の徴細な菌伎を多数形成し，その形状

は球形又は惰円形，大いさは40-100 x35 -85μである.

Botrytis sp.は黒色の不規則な菌核を形成し，分割包子

は楕円形，大いさは7.5-15x7.5-9μ であるが，培養を

続けると後に胞子を形成しなくなる.この積演は Bot.

tinerea叫に頗るよく類似しているが，また Bot.gladi-

olorumとも類似しているので，後日詳細に比較した上

で額名を決定したいと思う.

Trichoderma菌の民抗作用として，先づ玉葱寒天培

養誌上で対待取設を行った.玉葱寒天は玉葱200g，;:，ま溜

71'< ll，寒天 20gの処方で常法によって調製したlこれを

20ccす.つ設菌ベト Fー皿に流し込み，先ず病原菌の菌糸

片を1方の側に接種し，翌日 Trichodermaの各菌株の

胞子塊を反対側の約 4cm離れた位置に接種し，各国株

について3個ずつを1組とし，培養戸棚(室温24-310C)

に保管じ，その後3日 1週間又は2週間自に観察し
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Tこ.対待局設突験は各病原菌について2-3回ずつ行

い，その平均値を表示した.

3. 実験結果

A. Scl. g'ladioliと Trichodermaとの対待培養

局平清養基とで両菌の対待培養を行って. 1週間観察

した.Trichoderma商は生長が速かであって，約2日

目に両菌設が接触し.Sclerotiniaの菌糸は接触部で生

長を全く停止した.しかし Trichoder附a菌糸は生長を

続けて Sclerotinia菌設内に侵入し，速かに多数の分

生胞子を形成した.これら分生胞子は密集し，緑色，青

緑色叉は藍青色の胞子准{直径1-5mm)となって散生

又は密生し， ~立は密生した胞子枇が廃合して輪状を呈す

るものもあった.

Scloder例a菌殻内では Trichoderma菌糸に隣接し

た Sclerotinia菌糸は死波し，細胞内容物は速かに消失

し，間もなく菌糸体が全く溶解消失し，時には菌糸内容

物が崩壊潟変していた.侵入をうけない Sclerotinia箇

設は培養1週間で黒色の微細な菌核を無数に形成し，黒

色に変るが，侵入をうけた菌設は菌糸が死滅し，溶解消

失によって無色の半透明に変九時にはその内部応褐色

の部分が斑点状に残っていた.

Sclerotinia菌設内における Tri c hod er m a菌糸の侵

入発育する程度むその侵入によって Sclerotinia~菌殻

の消失又は褐変する税皮を，培養3日と 1週間自に観祭
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第3茨 Scl. gladioliに対する Trichoderma菌
の各菌株の拾抗作用

菌株 S. 官官:脚内にお :薗糸っT百設のてE侵Sの函.入鰯司五d変朝a函消d瓦-刊火01調， ける der例 G菌糸
番号 の侵入発育 ， ' 
z'3 日 I7 日 l 7 日

1 ++++ +++++ +++++ 

2 ++ ++++ +++ 

3 + ++ +++ 

4 ++ ++++ ++++ 

5 ++ ++++ ++++ 

6 +++ +++++ ++++ 

7 ++++ +++++ +++++ 

8 +++++ +++++ +++++ 

9 +++++ +++++ +++++ 

10 士 土

11 ++++ +++++ ++++ 

12 +++ +++++ ++++ 

13 ++++ +++++ . + + + + 

14 +++ +++++ +++ 

15 ++ +++++ ++‘+ 

16 ++ ++++十 +++ 

17 ++ +++++ +++ 

18 +++ +++++ +++ 

19 ++++ +++++ +++++ 

20 ++++ +++++'・ + +，+ + + 

した結果を表示すれば第3表の如くである.侵入発育の

程度を6階級に分ち.Sclerotinia菌叢の全面に豆って

侵入発育した場合を+++++，約5分の4の場合を

+ + + +，約5分の3を++ +.約5分の2を++.そ

れ以下を+とし，接触したのみか又は燥蝕現象を呈した

場合を士とした.閣議の溶解消失又は褐変の場合もこれ

に準じて5階級とした.

第3表に示したように.Trich. No. 10は Sclerotina

菌援に近接すると生長を停止して蹴蝕現象を呈し，Scle-

rotinia菌設内に侵入しなかった. No.3は Sclerotinia

箇貴重の周縁部に僅かに侵入し. 1週間後にもその内部に

深く侵入しなかった. Nos.8と9は侵入後発育が速か

で培養3日目に Sclerotinia菌室主の全面に豆って蔓延

し，また Nos.1，7，11，13，19，20も発育が可成り速かで，

そ悶の菌殻の大部分に豆って葺起した.培養1週間目では

Nos.3と10を除く他の菌株は，何れも菌設の全面又は

大部分に豆って#!延し且つ胞子堆を良好に形成した.

Trich. . Nos. 1，7，8， 9， 19， 20の各菌糸の侵入をうけ

た Sclerotinia箇援は培養1週間で殆んど全面にわた

って無色半透明に変るか又は内部に協色の部分が少し残

っていた.また Nos.4， 5， 6， 11， 12， 13の各菌糸の侵入

をうけた場合も Sclerotinia 閣議の大部分が無色半透
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儲

問又は掲変し，中央部附近が菌核の形成により黒色に残

っていた.Nos. 2， 14， 15， 16， 17， 18の各菌糸の侵入を

うけた場合は菌殻のJtij綾部が提変又は無色半透問に変

り，内部は黒色の部分に半透問の部分又は褐色の部分が

混じて斑点状を呈した. No.3の侵入をうけた場合は菌

設の周縁部が掲変したが，半透明には殆んど変らなかっ

Tこ.

B. ScIerotium自p.とTrichodermaとの対待培養

両菌を対待培養して2週間観察した結果.Sclerotium 

関設は Trichoderma閣議と接触すると，その部分で

生長が停止し.Trichoderma菌糸は生長を続け直ちに

Sclerotium菌書室内に侵入するものと，初め銚蝕.:EJi象を

呈し，後に侵入するものがあった.Sclerotium菌設に

侵入した Trichodermaの菌糸は一般に生長が緩慢で

あって，菌室主の全面に亘って蔓延するのに 1週間以上を

要した.侵入をうけない菌設は 1週間で協色の飽帝国な菌

核をその中央部附近に多数形成した.侵入をうけた菌援

は菌糸のみ溶解消失し，菌核は消失しなかった.それで

菌叢の消失は菌核の未だ形成されていない外側が顕著で

あって，内部は不明瞭，中央部附近は一般に消失しなか

った.

第4表 Sclerotiu例 st.に対する Tricioderma菌
の各菌株の拾抗作用、

Sclgrottunsiscph ，閣de議Y1J内
Trichoderma 菌

菌株 におけの侵る Trichoderma 糸の侵S入cl発er育0/によ
番号菌糸 入発育

って ium 
st.菌叢の溶解消失

7 日 I1 4 日| 1 4 日
1 士 ++ ++ 

2 +++++ +++++ +++ 
3 ++++ ++++ ++ 

4 ++++ ++++ +++ 

5 +++ ++++ +++ 
6 ++++ +++++ +++ 

7 +++ ++++ +++ 

8 +++ ++++ +++ 

9 +++ ++++ +++ 

10 +++ ++++ +++ 

11 十++十+ +++++ +++ 

12 +++ ++++ +++ 

13 +++++ +++++ ++++ 

14 +++ ++++ +++ 

15 ++++ ++++ ++ 

16 ++++ ++++ ++ 

17 +++ ++++ ++ 

18 ++++ ++++ ++ 

19 +++++ +++++ ++++ 

20 +++++ ++十++ +++ 
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第5表 BotrylIssT.に対する Trichoderma菌

の各菌株の控抗作用

関株

番号

1 

2 

I Trkhoeerms商
Botrtyisは菌設内に |糸の侵入発育に宝
おける Trkhoderma'I lって Botrytissp. 
献の侵入発育 憾の職

7 日 I1 4 日 14 日

+:::+|:::::|::::: 

3 1 ++ 1 ++++ ++++ 

4 1 ++++ 1 +++++ 1 +++++ 

51+十++ 1 +++++ 1 +++++ 

6 1 +++ 1 +++++ 1 +++++ 

71+++ 1++・+++1 +++++ 

81+++ 1+++++1 ++十++

9 I士 1++

10 1 + + + 1 + + + + + 1 + + + + + 

11 1 ++++ 1 +++++ 1 +++++ 

12 1 + + + + 1 + + + + + 1 + + + + + 

13 1 + + + + + 1 + + + + + 1 + + + + + 

M 1 +++++ 1 +++++1 +++++ 

15 1 +十+++1十十+++1 +++++ 

16 1 + + + + + 1 + + + + + 1 + + + + + 

17 1 + +・+++1 +++++ 1 +++++ 

18 1 +++++ 1 +++++ 1 +++、++

19 1 + + + +十 1+++++ 1 +++++ 

20 1 +++++ 1 +++++ 1 +++++ 

Sclerot印刷菌叢内における Trichoderma菌糸の侵

入発育する程度と，その侵入によって菌叢の溶解消失す

る程度を，培養1週間と 2週間自に観察した結泉を前記

の記号で表示すれば，第4表の如くである.IlDち培養1
週間では.No.1は Sclerot印刷菌践と蹴蝕現象を呈

し，其他の菌株は何れも侵入発育し，そのうち Nos2. 

11. 13， 19， 20は菌設の全面に豆って藍延し.Nos. 3，4， 

6，15，16， 18は菌叢の大部分に亘って夏姪した.培養2

週間では No.1は Scle.roHum菌設と煉蝕現象を呈し

たま L培養基上の全面に亘って発育し，時には Sclero-

Hum菌叢の後部から侵入し僅かに発育した.他の菌株

&t.何れも Sclerotiu例菌殻の企画又は大部分に豆って

道起し，胞子堆を良好に形成した.

Trichoder例a菌糸の侵入による Sclerotium菌叢の

溶解消失はその周縁部から現われ，その程度は Nos.1，

菌糸のみ生長を続けて Bot叩 tis菌叢内に侵入発育し

た.培援活とで胞子容ーを霊愉状に形成する菌繰は Bot-

rytisの菌殻』ェにおいても同じく置輪状に胞子堆を形

成した・てrichoderms菌糸の侵入によって Bot叩 tis

菌糸は死践し，培養基中の菌糸は速かに溶解消失した

が，気中菌糸の消失は困難であって著しく遅れた.培養

2週間では死滅した気中菌糸は部分的に溶解消失した状

態て盤面に簿く篠請していた.侵入をうけた Botrytiμ

菌叢は列強しても，灰褐色をした気中菌糸の残骸で被匿

され.S. gladioliや Sclerotiumsp.の場合のように

無色半透明に変らなかった.

Bot叩 tis菌殻内における Trichoderma菌糸の発

育と，これら侵入によって Botηtis菌糸の死波程度

を，培養1週間と 2週間自に観察した結巣を表示すれ

ば，第5表の如くである即ち培養1週間ではNo.9は

Botrytis菌殻と肱蝕現象を呈し共他の菌株は何れも侵

入し. Nos. 2， 13， 14， 15， 16， 17， 1s， 19， 20の各菌糸

は Botrytis菌叢の全面に亘って革起した. 2週間では

No.9は僅かに侵入発育し，共他の菌株は全面叉は大部

分に豆つ下蔓延し. Nos. 2， 5， 14， 15，17， 18， 19の各菌

株は菌援とに置l愉状の胞子准を顕著に形成した.Nos 3 

と9を除<:.他の菌株は何れも侵入発育によって Bot-¥

rytis菌殻は全く死波した. No.・ 9の侵手の場合は菌護 ¥ 

のJ報部が僅かに手誠し.No.3の侵入の場合は菌叢の

後部を残し，他の部分は死波した.この菌殻の死滅は顕

f擁露の観察結果である.Botrytis菌設内に Trkhoder-

例a菌糸が全面に亙延しているから，培養実験によって

Botりtis菌糸の死波を言iE濁することが出来なかった.

4.考察

薬用サフランの球茎を腐敗さす Scl.gladioli， SclL-

rot仰例 sp・，Botrytis sp.などの病原菌と Tricho-

der例aの20菌株とをそれぞれ玉葱寒天培養基上で対待培

養を行った結果，大部分の菌株はこれら病原菌に対して

強い拡抗作用を示しfこ. Trichoder例a菌は各病原菌の

菌叢に接触すると，初めはこれら菌糸の生長を阻止し，

後には殺誠的に作用した.培養2週間の観察では.Tri・

choderma菌糸がこれら病原菌の菌糸内に穿入する寄生

現象は見られなかった.それで Trichoderma菌のこ

れら病原菌に対する殺波作用はその菌糸から分泌される

3， 15， 16， 17， 18は可なり少く， Nos. 2， 4，5，6，7， s， 9， 10，一 抗菌物Y買によるものと考えられる.その物質は BRIAN

11， 12， }4， 20は檎や多く， Nos. 13と19の侵人した菌 等"のの報告している Viridinと glioωxinであるか

殻は大部分消失した.この溶解消失の苛扮は2週間後も もしれないが，それらのことは後日の研究に倹たねばな

日数の経過に従って次第に拡大した. らない.これら病原菌の菌糸は Trichoderma菌の抗

C. Botrytis sp.と Trichodermaとの対待培養 菌物質によって死誠後，速かに溶解消失するが.Bot-

両菌を対待培養すると，菌設は約2日目に接触し， ηtis sp.の気中菌糸は消失が困難で，菌叢上に永く残つ

Botrytis菌糸はその部分で全長を停止し，Trichoderma ていた.
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Trichoderma菌の菌株の相違による長抗作用の強弱 の菌株より劣った.

は多少現われた.即ち Scl.gladioliに対してNo.10， 5. Botrytis sT.と Trichodcr例a各菌株との対待培

Sclerot初msp.に対してNo・1，Botrytis sp.に対して 養では， N口.9を除く他の菌株は何れも Botrytis菌殻

No・9が何れも弱く，これら菌設と版触現象を呈し，後 内に良く侵入発育し，その菌叢内の菌糸を全く又は大部

期になってこれらの菌設内に侵入しTこ場合にも殺減作用 分を殺誠した.Botrytis菌叢の基中菌糸は死践すると

は徴弱であった.4主抗作用の強い菌株は Scl.gladioli 速かに溶解消失するが，気中菌糸の消失は困難で，菌殻
に対して Nos.1，7， s， 9， 19，20， Sclerotium sp.に対し ょに永く残った.

てNos.2， 11， 13， 19， 20， Botrytis sp.に対して Nos. 6. Trichodel'ma菌の侵入による前記病原菌の菌糸

2，13，14，15，16，17， 1s， 19， 20であった.Nos. 19と20 の死滅は Trichoderma菌糸の分泌する抗菌物質によ

は3種の病原菌に対して詫抗作用が共通的に強力であっ とるもの恩われる. その物質は BlllAN等の報告してい

た. る Viridinと Glioωxinであるかもしれないが，確定

後日報告する月の実験結果によれば Trichoderma は後日の研究に侯つ.

菌の各菌株は糠類の混入した殺菌土屋E中においてもE盛 ・(19日年9月27日受預}

に発育し，胞子の形成が極めて良好であって，これら病

原菌と対待培養においても病原菌の菌叢内に良く侵入発

育し，稜減作用が顕著であった.しかしこれらがサフラ

ンの栽培酒場で良好に発育し，腐敗病菌に対して強力な

殺減作用を示すかどうか，またサフラン及び他の農作物

に寄生するかどうかに就いては今後の研究に侯たねばな

らない.

5. 摘 要

1. 兵庫県と大阪府下で発生していた Trichodcr例 a

菌を採集且つ分離して20菌株を得た. これら菌株は何

れも厚膜胞子を形成し， Nos. 1-9は楕円形叉は倒卵形，

Nω.10-19は球形， No・20は準腕の分生胞子をそれ

ぞれ形成した.

2. 薬用サフランの球茎の腐敗部から分離した Scl.

gladioli， S clerotium sp.， Botrytfs st.などの病原菌

と Trichodermaの20菌株とを夫々玉葱寒天上で対待

培養を行って，各病原菌に対する Trichoder帥a各菌

株の拾抗作用をみた.

3. Scl. gladioliと Trichodcrma各菌株との対待

培養では， No.10を除く他の菌株は何れも Sclerotinia

菌叢内に侵入発育し，その菌糸を設誠した，Sclerotinia 

菌糸はF献すると間もなく溶解消失叉は掲変した.この

誌抗作用は Nω.1. 7， s. 19， 20が最も強く， Nos. 3，4， 

5， 6， 10， 11， 12も著しく強く， Nos. 2， 3，14. 15，16，17， 

Isも可なり強く， No.10はその作用がみられなかった.

4. Sclerotium sp.と Trichoderma各菌株との対

待培養では，Trichoderma菌株は何れも Sclerotiurn

菌設内に侵入発育し， No，'lは他の菌株に比して発育が

劣った. Trcihoder例 a菌の侵入をうけた Sclerotiu例

菌震では菌糸が死誠し，間もなく溶解消失したが，菌核

は消失しなかった.Trichodet'maの括抗菌作用はNos.

13と19が著しく強く， Nos. 2， 4， 5， 6，7， s， 9，10，11，12， 

14，20も可なり強く， N凶.1，3，15.16，17，18はそれら
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Resum岳

The antagonistic action of Trichoderma fungi 

aginst the pathogenic .fungi of crocus corms was 

studied in mixed culture on onion d民octionagar 

plate.・Twentyc111tl1ral strains of Trichoderma fungi 

as antagonist isolated from sl1ch samples as the 

sapwood or bark of various timb釘s，broad b回 11stems. 

croCUs corms， wheat brans. and the sporophores of 

Ar帥Ulariamellea， and three pathogenic fungi， i. e. 

Scleroti"ia gladioU， Sclerotium sp.， and Botrytfs 

st.， isolated from the diseased corms of crocus were 

used in the present experiments. (Table 1-2). 
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1n mixed culture， although the mycelial growth 

of all the pathogenic fungi mentioned above was sto. 

pped by m回 nof contacting with the myce1ium of 

Trichoderma fungi， almost all the strains of Tricho-

dcr例afungi grew continuously， and extended into 

the ∞lonies of the former. The mycelial growth of 
Trichodcrma fungi in the colonies of the pathogenic 

fungi somewhat varied with the strain. 

All the strains except Nos. 3 and 10 grew fairly 

well in the colonies of Sclerotina gladioli. abun-

dantly produced their∞nidia over th昔 colonies，and 
destroied almost the mycelium of the colonies in 7 

days after inoculation. Alf the 'strains except No・1

(in the case of Scleroilm~ sp.) or No. 9 (in the case 

of BotηItis sp.) of Tバchodcrmafungi grew fairly 

well in the ¥colonies of Sclerolium st. as well as 

Botrytis sp.. extended almost into the whole part of 

the colonies in 14 days after inoculation. and destroied 

the my'αlial colonies of them. (Table 3-5). 




